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「汽車を待つ君の横で僕は 時計を気にしてる」の 

歌詞とメロディーで始まる 1970 年代のヒット曲があり  

ます。そんな、旅立ちの希望と別れの淋しさを感じる時節になりました。  

３年生は卒業式を明日に控え、１・２年生の皆さんの表情には、新たなチャ

レンジの時を迎える強くて頼もしい決意が見られます。「春装いに、心明るく…」

の巻頭言で始まったこの「進路通信ＴＲＹ」も、いよいよ最終号です。 

それでは、３学期に行われた進路指導関係の出来事を振り返ってみます。  

 

●３年 「最後の」大学入試センター    

試験 激励会（１月 17 日）● 

進路指導課の佐渡先生からの諸注意が終わった後、

学校長からの応援メッセージ（高浜虚子の「春風や 

闘志抱きて 丘に立つ」の歌）が、そして特進クラ

ス担任の大川先生からの「みんなでここまで頑張っ

てきたことの素晴らしさ」という言葉が生徒の心に

刺さっていたようです。  

            

●３年 キャリア・リハーサル課題探究 全校発表会（１月 22 日）● 

１週間前の１月 14 日（火）に進路グループ別発表会が行われ、全部で 26 の

班が自分たちの持ち味を発揮しながら、４月からの就職先や進学先での仕事や

学びに関連したテーマと内容についてプレゼンしました。  

そして迎えた全校発表会では、選ばれた４つの班（テーマは「キャッシュレ

ス決済は損か得か」、「私たちの身体をつくる食品について～市販飲料の恐ろし

さ～」、「目上の人との会話・言葉遣い」、「のみ検定の問題作成」）が発表し、「市

販飲料の恐ろしさ」について探究した 18 班（班長は 35H 水上結貴さん）が最

優秀班に選ばれました。１・２年生も、３年生の発表を真剣に聴いていました。 

 

♪なごり雪も 降る時を 知り♪ 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

●１年 キャリア・プラン 全体発表会（２月 20 日）● 

４月からの授業「産業社会と人間」を通して身に 

付けた知識やスキルを活かしながら、自分の生き方  

を真剣に考え、デザインすることができました。 

右の発表のスライドには、「勉強など、苦手なこと  

をしていると、すぐに集中力が切れてしまう。これ  

を直すことが大人になるために必要」とあります。  

このように各クラスの代表者が、将来の夢や今後  

の目標についてパワーポイントを活用し、元気よく  

発表していました。  

 

●２年 ３年担任と卒業生からの進路講話（２月 19 日）● 

社会人２年目の卒業生たちから、高校生活と社会人の違いとしてタテの人間

関係、責任の重さ、２年目には教える立場、どれだけ疲れていても翌日には１

日頑張る、というような話があり、後輩たちへのメッセージとしては、「上司

やお客様としっかりしたコミュニケーションが取れるようにしておこう」「会

社に入ったら勉強は自分でするものになる。まず、高校での勉強を自分で頑張

れ」などをいただきました。３年担任からは、今年度の３年生の具体的な頑張

り（努力と工夫）を例に挙げながら、アドバイスと叱咤激励が伝えられました。  

 

「進路通信 

ＴＲＹ」 

№６は以上 

です。 

１年間あり

がとうござ

いました。 

  

３年 キャリア・リハーサル課題探究 全校発表会（18 班の発表、司会と挨拶の生徒） 

 

１年 キャリア・プラン 全体発表会 

 

３年担任と卒業生からの進路講話（進学グループ、就職グループ）  


